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次いで

により

により

報共有

「第

がくれ

シン

ジウム

す。荒

した。

午前の

思いま

また

連行事

いう同

ラ
荒

 

「ア

012 年に熊

でラムサール

り、登録干潟

り、アジア

有や議論の場

8 回アジア

れと東与賀文

ンポジウムと

ムは、科学者

荒尾市の高校

。アジアの湿

の基調講演

ます。 

た、11 月 1

事として佐賀

同じ目標に向

ラムサ
荒尾⼲潟・

 

アジア湿地シ

熊本県の荒尾

ル条約湿地

潟を活かした

アの湿地の管

場を提供し

ア湿地シンポ

文化ホール

というと、研

者だけでな

校生、佐賀市

湿地で活動

演と午後の有

11 日（土）

賀市主催の

向かって活

サール市
・東よか⼲

 

シンポジウ

尾干潟が、2

地に登録され

た多くのイ

管理に携わる

し、課題の解決

ポジウム（A

ルふれあい館

、研究者だけ

なく、自治体

市久保田町

動する人々と

有明海セッシ

）午前 10 時

の公開シンポ

活動する仲間

市⺠だ
⼲潟・肥

NPO 法

アジア湿地

■期日：平成

■場所：佐賀

■主催：環境

■共催：ラム

荒尾

ウェ

■HP：http

ウム（AW

2015 年には

れました。登

イベントが開

るさまざまな

決に向けて

AWS）２０１

館で開催され

けが集まって

体職員、市民

の中学生な

と意見を交わ

ションには同

時からは佐

ポジウムが開

間たちの話を

だより
肥前⿅島⼲

法人有明海ぐ

AWS

地シンポジ

成 29 年 11

賀市 ホテル

境省、日本国

ムサール条約

尾市、国際湖

ェットランド

p://aws201

WS）201

は佐賀県の

登録を契機に

開催されてい

な国、地方政

て協働するプ

１７」が 11

れることにな

て難しい議論

民団体なども

なども英語で

わすことがで

同時通訳が付

佐賀市立東与

開催されます

を聞く良い機

り 
⼲潟 

ぐるりんネ

WS 現地実行

ジウム（AW

1 月 7 日（火

ルグランデは

国際湿地保全

約東アジア地

湖沼環境委員

ド・リンク・

017.org/jp/i

17」が佐賀

の東よか干潟

に、3 つの地

います。その

政府、NGO

プラットフォ

1 月 7 日か

なりました。

論をする場所

も参加して幅

で発表するポ

できる貴重な

付きますの

与賀文化ホー

す。「干潟を

機会です。是

 
第
発

編

荒牧 軍

ネット代表

行委員会委

WS）201

火）～11 日（

はがくれ、東与

全連合、ラムサ

地域センター、

員会、 

・インターナシ

index.html 

賀市で開催

潟・肥前鹿島

地元では市役

の一環として

O、科学者、

ォームを創り

から 11 日ま

。 

所と思われが

幅広く議論し

ポスター部門

な場です。初

で十分に理

ールで、アジ

を活かして地

是非ご参加く

 
第 3 号・平
発行: 環有明

荒尾干潟保全・

東与賀まちづく

まえうみ市民の

荒尾市

鹿島市

編集担当: 東
年 3 回発行・

協力機関 

軍治 

理事 

員長 
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（土） 

与賀文化ホー

サールセンタ

、佐賀県、熊

ショナル・ア

催されます

島干潟の 2 つ

役所と市民団

て、多くの関

、企業、地域

り出すことを

まで佐賀市の

がちですが、

し、課題解決

門に応募し、

初日の 11 月

理解すること

ジア湿地シン

地域を活性化

ください。 

平成 29
明海ラムサー

・賢明利活用協議

くり協議会     

の会           

市環境保全課、佐

市ラムサール条約

東与賀まちづ
・各施設にて配

ール 

ター、日本湿

熊本県、佐賀

アジア 

す 

つの干潟が相

団体との連携

関係者の努力

域の人々に情

を目標として

のグランデは

、湿地シンポ

決を探る場で

、採択されま

月 7 日（火

とができると

ンポジウム関

化したい」と

 

年 9 月発
ール市民だよ

実行委員
議会 (熊本県荒尾

    (佐賀県佐賀

    (佐賀県鹿島

佐賀市環境政策

約推進室 

づくり協議会
配布・PDF 配

湿地学会 

賀市、鹿島市、

相

携

力

情

て

は

ポ

で

ま

火）

と

関

と

発行 
より 

員会  
尾市) 

賀市) 

島市) 
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会 
配信 
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●荒

7

た。

参加

はま

参加

「筆

いま

●荒

7

開催

潟の

す。

生き

行い

のを

きも

熱心

生

●く

 海

いま

健全

内一

ー」

行っ

体か

回収

燃え

編集叕当より

活動状況 

荒尾マジャク

7 月 22 日に

。夏の日差し

加がありまし

まさに真剣勝

加者の歓声が

筆を使う独特

ました」とい

マジャク釣り

荒尾干潟の日

7 月 8 日に荒

催しました。

の日と定めて

。市内外から

きものを採集

いました。干

を見つけるこ

ものの名前を

心に調べてい

生きものを探し

くまもと・み

海の日である

ました。熊本

全な姿で次世

一斉清掃活動

」の取組を毎

ったものです

から 500 人

収を行いまし

えないごみ 3

清掃作業の

編集叕当より 

ク釣り大会 

に荒尾マジャ

しが厳しい中

した。筆を使

勝負で、巣穴

が干潟に響い

特の漁法は面

いった声が聞

 
りの様子 

日 干潟の生

荒尾干潟で「

。荒尾市では

ており、その

ら 100 人を

集したあと、

干潟ではカニ

ことができま

を、講師の松

いました。 

 
しています 

みんなの川と

る7月17日

本県では、ふ

世代へ継承し

動「くまもと

毎年行ってお

す。一般の参

人が集まり、

した。その結

300 ㎏を回

 
の様子 

 
ャク釣り大会が

中、県内外か

使ったマジャク

穴からマジャク

いていました

面白くて、夢中

聞かれました

 
荒尾市応援

生きもの観察

「干潟の生き

は、毎年 7 月

の取組の一環と

を超える参加が

、その生きもの

ニや貝などたく

ました。その

松浦先生に聞い

 
名前を

と海づくりデ

日に荒尾干潟の

ふるさとのきれ

していくため

と・みんなの川

おり、その取組

参加者のほか

、海岸に漂着し

結果、燃える

回収しました。

 
多くのごみ

が開催されま

から約 900 人

クとの駆け引

クを釣りあげ

た。参加者か

中になってし

た。 

援隊長 西村さ

察会 

きもの観察会

月 3 日を荒尾

としての開催

があり、干潟

のの名付け会

くさんの生き

の後、採集した

いたりしなが

を調べています

デー 海岸清

の海岸清掃を

れいな川や海

めに、川や海の

川と海づくり

組の一環とし

か、企業、各種

しているごみ

るごみ 760 ㎏

。 

みが回収されま

秋

よう

バト

8 月

シロ

オオ

ソリ

8 月

シロ

オオ

ソリ

●ラ

「荒

 荒

で 5

のあ

日時

場所

 

●K

 国

たち

日時

場所

まし

人の

引き

げた

から、

しま

 
さん 

会」を

尾干

催で

潟の

会を

きも

た生

がら

 
す 

清掃 

を行

海を

の県

りデ

して

種団

みの

㎏、

 
ました 

 
荒

めま

人で

木キ

もの

のが

熱心

では

れな

野鳥飛来状況

秋の渡りの時

うになってき

トの群れが見

月 22 日 

ロチドリ 22

オメダイチド

リハシシギ 2

月 27 日 

ロチドリ 6 羽

オメダイチド

リハシシギ 2

ラムサール条

荒尾干潟のこ

荒尾干潟がラ

5 年になりま

あり方を考え

時：平成 29

 午後 1 時

所：荒尾総合

KODOMO 湿

国内のラムサ

ちが荒尾に集

時：平成 29

所：荒尾市働

干潟 

観察会・関連⾏事のお知らせ

荒尾干潟ジュ

ました。主に荒

で構成してい

キッズクラブ

の観察会を行

がいて、子ど

心に生きもの

は生きものを

ない子の悲鳴

今回の一枚 

野鳥飛来状況 

時期になりま

きたほか、海岸

見られます。

2 羽  メダ

ドリ 1 羽  

23 羽  キ

羽  メダイ

ドリ 3 羽  

23 羽  キ

条約湿地登録

これまで、そ

ラムサール条

ました。それ

えるイベント

9 年 10 月 2

時～午後 4 時

合文化センタ

湿地交流会 i

サール条約湿

集まり、交流

9 年 11 月 4

働く女性の家

観察会・関連⾏事のお知らせ

ュニアレンジ

荒尾市内の小

います。8 月

ブ」との交流

行いました。

どもたちは干

のを探してい

を見つけた時

鳴などがたく

 

 

ました。白いサ

海岸の松林から

。 

ダイチドリ 5

ダイゼン 9

キアシシギ 1

イチドリ 11

ダイゼン 2

キアシシギ 8

録 5 周年記念

そして未来へ

条約湿地に登

れを記念し、今

トを開催しま

21 日（土）

時 

ター 小ホー

in 荒尾干潟 

湿地で活動し

流会を開催し

4 日（土）～

家（エポック

観察会・関連⾏事のお知らせ 

ジャーの活動

小学 4 年生～

月 20 日に「

流事業で、荒

。干潟には、

干潟の泥で汚

いました。そ

時の歓声や、

くさん聞こえ

サギ類が目立

ら飛び出すア

5 羽 

9 羽 

111 羽 

1 羽 

21 羽 

89 羽 

念イベント 

へ」 

登録されて今

、今後の荒尾干

ます。 

） 

ール 

 

している子ど

します。 

～5 日（日）

ク・荒尾）、荒

動を 7 月から

～6 年生の

「再春館一本

荒尾干潟の生

、多くの生き

汚れながらも

そのため、干

、生きものに

えていました

立つ

アオ

今年

干潟

ども

） 

荒尾 

ら始

21

本の

生き

きも

も、

干潟

に触

た。 
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やゴ

雨の

年は

漁業

での

まし

一

県の

の被

まっ

るば

活

●干

 東

ため

ドを

調査

お

危惧

りま

佐

月の九州北

ゴミが東よか

の後には毎年

は流木が特に

業者の尽力に

の美しい干潟

した。今後回

一方、「今回の

の九重町との

被災風景を見

っている車な

ばかりです。

活動状況 

東よか干潟にとっての脅威！

干潟の生き物

東よか干潟に

め、今年度は

を交えた市民

査を終え、次

おなじみのヤ

惧種が生息し

ました。 

佐賀大学と佐

 
北部豪雨の影

か干潟に押し

年のように葦

に多いのが特

により、8 月

潟の風景を望

回収した流木等

の一枚」でも

の交流の際に

見ました。濁

など・・・。

。 

東よか干潟にとっての脅威！

物調査を実施

に生息する底

はラムサール

民調査を実施

次回 10 月の

ヤベガワモチ

している貴重

佐賀自然史研

影響により、

し寄せました

葦くず等が漂

特徴でした。

月末で撤去が

望むことがで

等の処分が急

も紹介してい

に、高速道路

濁流にのまれ

。一刻も早い

東よか干潟にとっての脅威！ 

施中！ 

底生生物の現

ルクラブやボラ

施しています

の調査で終了

チをはじめ、た

重な場所であ

研究会との合

ヤベガ

、膨大な量の流

。梅雨時期の

着しますが、

その後佐賀県

が完了し、これ

きるようにな

急がれます。

いるとおり、大

から朝倉市周

た町や土砂に

復旧と復興を

現状を把握す

ランティアガ

す。5 月と 8 月

了します。 

、たくさんの絶

あることが分

合同調査です

ガワモチ 

野

うに

来し
ハマ

バシ

シシ

シャ

ハシ

シシ

キア

●野

日

 場

●夕

 日

 場

  

ン

●シ

 日

 場

年

観察

流木

の豪

、今

県や

れま

なり

。 

、大分

周辺

に埋

を祈

 

 
する

ガイ

月の

絶滅

分か

す。 

 ８

ども

原湿

 こ

か干

 九

ブの

た。

特産

湿原

まし

る草

分か

ども

では

イ、

野鳥飛来状況

になりました

してきていま
マシギ１１３２羽

シギ１４２羽、シ

シギ４４羽、ホウ

ャクシギ、２２羽

シシギ８羽、アカ

シギ６羽、ウズラ

アシシギ１羽、セ

野鳥観察会（日

日 時 ①10 月

②11 月

場 所 東よか

夕暮れコンサー

日 時 9 月 3

場 所 東与賀

琴の音を聞き

ンサートなど、

シチメンソウま

日 時 １１月

場 所 東与賀

国内最大の群

年恒例のシチメ

察会・関連⾏

今回の一枚 

８月１７日（木

も１４名大人

湿原の子ども

この交流は、昨

干潟を訪問し

九重青少年の

の活動報告の

。そのあと長者

産物を使った

原を子どもの

した。ここでは

草原の維持、貴

かりやすく説

もたちも参加

は、草原の中に

、ハンカイソ

況 
立秋も過

た、野鳥も季

ます。（９月５日

羽、ダイゼン８２

シロチドリ１０５

ウロクシギ３２羽

羽、トウネン２１

カアシシギ７羽、

ラシギ５羽、エリ

セイタカシギ１羽

日本野鳥の会）

月 22 日（日）

月 18 日（日）

か干潟（大授搦

ート＆東よか干

30 日（土）１

賀町 干潟よか

きながらお茶会

、干潟の景色と

まつり開催 

月３日（金）～

賀干潟よか公園

群生を誇るシチ

メンソウまつり

⾏事のお知ら

 

木）東よか干

人１０名）が参

も達との交流を

、昨年 11 月に

したことを機に

の家に着き、お

のあと、ゲーム

者原ビジター

た「バーガー・

のガイドさん

はタデ原湿原

、貴重な生き物

説明をして頂き

加しているとの

にキスゲや、

ソウなどの花が

過ぎやっと秋

季節を感じ、

日 満潮８：２

２０羽、アオア

５羽、メダイチ

羽、チュウシャ

１羽、オグロシ

、クロツラヘラ

リマキシギ２羽、

羽 

） 

日）9：00～ 

日）8：00～ 

搦）東よか干潟

干潟の十五夜を

１６：３０開場

か公園 

会や「若い音楽

と秋の夜長を楽

～５日（日） 

園 

チメンソウが紅

りが開催されま

らせ 

干潟ラムサー

参加し、大分

を行いました

にタデ原の子

に始まったも

お互いの湿地

ム等をして交

ーセンターに

・盆団子」で

んの案内でゆ

原の成り立ち

物を守る活動

きました。野

のことでした

、ノハナブシ

が咲いていま

秋風を感じる

、日一日と多く

２４ 潮位５.４

アシシギ５１８羽

チドリ６１羽、ソ

ャクシギ３０羽、

シギ１２羽、オオ

ラサギ６羽、コア

、オオハシシギ

潟展望台 

を観る会 

場 

楽家」によるミ

楽しんでくださ

紅葉するころに

ます。 

ールクラブ（

分県九重町タ

た。 

子ども達が東

ものです。 

地の紹介やク

交流を深めま

に移り、地元

で昼食。タデ

ゆっくり散策

ちや野焼きに

動などについ

野焼きには、

た。タデ原湿

ショウ、ヒゴ

ました。 

るよ

く渡

４m） 
羽、オ

ソリハ

、ダイ

オソリ

アオア

ギ２羽、 

ミニコ

さい。 

に、毎

 

（子

タデ

東よ

 

クラ

まし

元の

デ原

策し

によ

いて

、子

湿原

ゴタ
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今年

にて

こと

エビ

多種

2 ヵ

次回

ます

●こ

８月

一番

流ま

上流

の水

水が
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